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§１．研究開発成果の概要 

本研究開発では、A-1.中低温未利用熱を有効活用する蓄熱材設計と開発、A-2.中低温領域の

潜熱・顕熱蓄熱材料の評価システムの構築を推進した。A-1 では、ラムダ酸化チタンの原料および

焼成条件に関して検討を行った。その結果、従来の焼成温度よりも高い 1350℃での焼成の方が

収率が高いとともに、より低圧力で相転移することが見出された。理論計算という観点から、相転移

時の温度ヒステリシスを理論計算するためのソフトウェアの開発に取り組み、温度・圧力に依存する

パラメーターを入力すると、エネルギー曲線および相分率の温度・圧力に対する依存性が出力さ

れるように仕様の策定を行った。ラムダ酸化チタン類における吸熱時の転移温度および放熱時の

印加圧力の低下を目的とし、チタンの一部をジルコニウムで置換したラムダ酸化チタンを合成し、

吸熱時の転移温度が低下することを見出した。また、長期蓄熱マテリアルへの材料系の拡張という

観点から、物質探索を行った。A-2 では、潜熱評価システムとして、温度制御可能な恒温槽にプレ

ス機と圧力印加治具を設置し、サンプル温度を熱電対で計測するシステムを開発した。このシステ

ムでは、圧力印加と加熱を自動制御できる機構を導入した。赤外線カメラによる非接触測定につい

ても検討を行い、ピストン形式の装置を組み合わせた潜熱蓄熱材料評価システムの構築を進め、

自動衝撃圧印加装置を製作した。また、蓄熱材料の温度の時間経過を計測するための熱電対計

測システムとして、水を圧力媒体とした、圧力印加温度計測システムを構築した。 
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